
 

 

右の図は，底面 ABCが AB = AC = 6 cmの直角二等辺三角形で，側
面がすべて長方形の三角柱 ABCDEFを表しており，AD = 12cmであ
る。 
次の問いの   の中にあてはまる最も簡単な整数を記入しなさい。 
ただし，根号を使う場合は√					の中を最も小さい整数にすること。 

《福岡県・改》 

	(1) 図に示す立体において，△FABの面積は   cm2である。 

 (2) 図に示す立体において，辺 ADの中点をMとする。△FCB 

を底面とし，点Mを頂点とする三角錐MFCBの体積は   cm3

である。 
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FA = 685 60× 6 × ら = 185
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点9を置いた時の AG と長さが等しい 。

三角錐MFCBAG= BG = IBC = 3E = 3 6 E × 3日は
△比 13= 6 E × 12位 = 3 6日 = 72


